(Round-Table Talk)The 25 year history of Otsuka Society for Study of School Administration by 小島 弘道 et al.
<座談会>「25年を振り返って」
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天笠 71'純の返還は 47年 5月です。









































小松 昭和 46年に 2人入ったでしょ。 47年も 2人、 48年も 2人入ってきた。
合宿研究会と会の発展




















































小松 いやあ、これ、 2号に研究会の会員IJが出ているんですけどね。 1号には出ていないんだけれ









































































































































































































































































































































































































































































































































































『学校経営研究』第 25巻 2000 
でね、比較研究みたいな、比較学校経営というか、そういうのも試みられてもいいのではないかな
と、思いつき的にですが。
西 今日の座談会では、小島先生の時代のことをあまり言つてなかったんですよね。小島先生が事
実上、この会のリーダーになって頂いているんだけれども。そこで僕はひとつは、堀内君と似たよ
うなところがあって、伝統精神の良いところは引き継いでもらいたい。これからも存続するかぎり、
いわば、良質な仕事としてね。ただ、それは慎古主義や自分がたまたま第一世代にいたからではな
くて、それはやっぱりこの会に集った者の基本精神なりね、こういう魂が存在価値があったんじゃ
ないかと自分は思う限りで、やっぱり意見は言いたい。言うけれども、しかし、最終的には、この
会が良い意味で発展するとすれば、やっぱりそれぞれの時代に、、、。もっと分かりやすく言えば、
若い人が納得してね、会費を出すのも、研究会に参加するのも自分にとってプラスだと、こう思え
なければ意味がないので、ぜひその点は小島先生の時代に、またこの会の運営自体も含めて、一度
議論したらどうでしょう。つまり、暗黙の、何かわかってる、あるいは古いものはこう考えるとか
の不信感が出てくるじゃなくて。僕はその面で言うと、例えば、東京電気大の吉村さん、青木先生
とか、彼らの存在価値は非常に大きくて、出身の所属というよりは精神においてね、この会の存在
価値を認めてくれて、積極的に貢献してくれる人が活躍できる、これも僕にとっては大事なことで、
決して内集団というかね、形式にとらわれないでやっていただきたいと患います。その点では小島
先生も多少、遠慮されてきた部分もあるかもしれないんですけど、新しい時代のね、まあいろんな
側面も含めて、この会がどうなればいいか、やっぱりこういった点については、いつも議論してい
っていいんじゃないで、すか。
IJ¥島 最後にちょっとだけ。僕はね、前から考えていて、学校経営学教育ていうのをね、こういう
もの、つまりわれわれが授業でそれをやっていく場合に、何か、こうフレームっていうか、見方と
いうものがあるっていうことが非常に重要だと思うんですね。特に学校経営研究会という非常に間
質性の強い集団なのだから。マスターレベルでもそうだし、学部レベルでも、その授業をどういう
ふうにしてし叫すば、わかってもらえるかというかね、そのためにはどういう柱が必要なのかという
か、そんなものをやってみたいなあ、なんて思っている部分もあるのですが、そういったものをこ
の研究会として作っていくっていうね、勉強会とそういうものをかたちに残していくという。これ
は学校経営研究の紀要の充実にもなるし、また日Ijなかたちで単行本としていけば、研究会のエネル
ギーとしてもなるし。そのようなことを考えながらちょっと開いておりました。
天笠:では、この辺でお開きにしたいと思います。みなさんありがとうございました。
(1999年 12月 25日、於:京都教育大学、記録者加藤崇英)
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